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研究主題

総合的な学習の時間における学習状況の

評価等に関する研究

《 》抄 録

東京都教職員研修センターが行った調査及び総合的な学習の時間に関する研究先進校等が

行った実践を整理・分析した。得られた課題をもとに、以下の提言を行うことを研究のねらい

とした。

① 指導や評価を進めるに当たり、教師の共通理解を図ることができる方策

② 形成的評価を取り入れながら指導と評価の一体化を図る方策

③ 総合的な学習の時間における個人内評価の具体的な方策

ねらいを達成するために、観点ごとの評価規準と指導上の配慮事項を一覧表にまとめた。そ

して、この表を活用しながら、教師の共通理解のもとに指導と評価の一体化を図る方法や、学

習意欲を高め自分自身を評価する力などを育成する自己評価や相互評価の在り方を、共同研究

校など８つの小・中学校や高等学校における授業等により探った｡その結果、以下の成果が明

らかになった。

(1) 試案表を基に指導計画、評価計画、学習指導案、補助簿、自己評価カード等を作成・活用

したことで、指導内容・方法、指導体制、評価方法等について教師の共通理解を図ることが

できた。

(2) 学習場面ごとの予想される学習状況（評価規準）を観点別に定め、その学習状況を参考に

しながら指導上の配慮事項（支援のポイント）を設定したことで、児童・生徒の学習活動を

分析的に評価しその状況に応じた適切な指導、支援ができ、指導と評価の一体化を図ること

ができた。

(3) 児童・生徒の指導や評価の記録を比較・検討することで、総合的な学習の時間における個

人内評価をより適切に行うことができた。

(4) 自己評価カードや相互評価カードの質問項目について、観点ごとの評価規準を参考に設定

することで、児童・生徒が自分や他人の学習活動を、観点の趣旨に応じた具体的な評価を行

うことができるようになった。
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Ⅰ 研究の背景とねらい

１ 学校における総合的な学習の時間の指導と評価に関する現状と課題

(1) 平成13年度における総合的な学習の時間の実施状況に関する調査よりみた課題

東京都教職員研修センターでは、平成14年度の本格実施前（高等学校は平成15年度）の段階

における、総合的な学習の時間の実施状況と課題を把握するため、昨年度、都内の公立小・中

学校及び都立高等学校を対象として、アンケート調査を中心とした研究を行った。調査では以

下の課題が特に指摘された。

○児童･生徒への指導について、教師同士の役割分担が明確でなく共通理解が十分図られ

ていないなど、教師の指導体制に課題が見られる｡

○児童・生徒に課題をもたせる場面での指導に困難を感じている教師が多い。

○評価の観点と規準の設定について、教師の共通理解が図られていない学校が多い。

(2) 先行研究の情報収集と分析からとらえた課題

総合的な学習の時間についての取組は、すでに全国的に行われ、文部科学省をはじめ各都道

府県及び区市町村教育委員会や、教育センター等の研究機関、公立の小・中学校等で研究や実

践が行われている。そこで、平成11年度から13年度にわたって全国の研究機関等で行われた総

合的な学習の時間の評価等に関する先行研究を収集し、その成果と課題について、上記の課題

を参考に整理･分析を行った。収集した先行研究は、１５の自治体、８つの学校など延べ４０

点にわたった。整理・分析した結果、当センターの調査で指摘された課題と同様の内容のもの

のほか、以下の課題が明らかになった。

、 、 、○総合的な学習の時間で行われる問題解決的な学習について 各学習段階ごとに 分析的

記述的な評価が行える評価の規準を設け、それを活用している学校が多い。評価の観点

及び規準を定めたこうした資料は、より客観的な評価を行うことができるが、児童・生

徒への指導助言に役立てる資料としては不十分である。

実際に、東京都においても昨年度の「東京の教育21」研究開発委員会（中学校・教育課題）

における研究で、総合的な学習の時間における評価の規準表を作成し、委員の一人が所属校に

おいて活用したが、総括的評価の資料として活用しているだけで、診断的あるいは形成的評価

には活用できていないことが報告されている。一般に、教師が各学習場面で展開される児童・

生徒の学習活動に対し、適切な診断と助言を行い、その後の学習活動を活性化させるなど、評

価を指導に生かしていくためには、児童・生徒の学習状況を予想しそれに対する指導の指針を

事前に設定しておくことが必要となる。
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２ 研究のねらいと方法

前述した総合的な学習の時間における学習状況の指導と評価に関する現状と課題から、本研

究では研究のねらいを以下のように定めた。

○総合的な学習の時間のねらいを達成するための指導と評価の在り方を提言する。

ア 指導や評価を進めるに当たり、教師の共通理解を図ることのできる方策

イ 形成的評価（自己評価を含む）を取り入れながら指導と評価の一体化を図る方策

ウ 総合的な学習の時間における個人内評価の具体的な方策

そのため、研究の視点と方法を以下のように定めた。

① 教師の共通理解のもと、総合的な学習の時間の指導と評価の一体化を図る視点から､

評価の観点と観点ごとの児童・生徒の予想される学習状況を設定し、それに応じた具体的

な指導の指針を示した資料の作成を行う。作成に関しては、定例の部会のほか、調査委員

会及び拡大研究部会を開催し、協議委員や調査委員、総合的な学習の時間に関する有識者

などから意見を聴取しながら行う。

② 学習意欲を高め、自分自身を評価する力などを育成する視点から、①の資料を参考にし

ながら、総合的な学習の時間における自己評価や相互評価の在り方を検討する｡

③ ①・②で作成・検討したことを、共同研究校である葛飾区立葛飾小学校並びに都立府中

西高等学校をはじめ、調査委員を委嘱した２名の教諭が所属する新宿区立戸塚第一中学校

及び武蔵野市立第三中学校、教員研究生が所属する３つの小学校、さらに足立区立栗原北

小学校において、授業や聞き取り調査により検証を行う。

こうして、①から③までの視点と方法に従い具体的に研究を進めることとした。はじめに、

問題解決型の学習形態を取り入れている学校等が作成し活用している評価規準表にさらなる検

討を加えることで、総括的評価だけでなく形成的評価の場面においても活用できる資料となる

のではないかと考えた。つまり、評価規準を総括的な評価の規準としてだけでなく、形成的評

価の規準、言い換えれば指導の指針（指導上配慮すべき事項）としても活用できると考えた。

具体的には、学習場面ごとの評価規準（期待される学習状況）を観点ごとに定め、その学習状

況に達するための指導上の配慮事項を設定した資料 「 総合的な学習の時間』評価の観点と、『

主な学習状況及び支援のポイント（試案 （以下、試案表という）を作成することを考えた。）」
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Ⅱ 「 総合的な学習の時間』評価の観点と主な学習状況及び支援のポイント（試『

案 」の作成）

１ 試案表作成の趣旨

総合的な学習の時間の評価に関する研究先進校等の先行研究を整理・分析したところ、評価

規準として一覧表にしているところや、縦あるいは横軸に問題解決の学習過程を、横あるいは

縦軸に評価の観点（身に付けさせたい力）を設定し、クロスした欄内に評価規準を記入してい

るところが多くみられた。あるいは、学習過程でなく発達段階（学年）を設定しているところ

もみられた。

先行研究の報告等からこうした表を作成する利点として考えられるのは以下のことである。

① 評価規準表にすることで、総合的な学習の時間における育てたい資質や能力を「評価の

」 、 。観点 として明らかにすることができ 教師の共通理解のもとで評価を行うことができる

そのことは、総合的な学習の時間が「活動あって学びなし」といった活動偏重の学習に陥

ることを防止することにつながる。

② 評価規準表にすることで、児童・生徒の学習活動を教師全員できめ細かく見取ることが

でき、より客観的な評価ができる。

しかし、105ページで触れたように、こうした表はあくまでも評価（総括的評価）のための

表であって、指導を行うための表ではなく、児童・生徒に指導助言を行う資料としては不十分

ではないかと考えた。そこで、①・②で示した利点に、形成的評価の規準、言い換えれば指導

の指針（指導上配慮すべき事項）となる要素を加えることで、指導と評価の一体化を図ること

のできる資料となり、さらにその活用を図ることで、総合的な学習の時間が目指すねらいを達

成することができると考えた。

２ 試案表の構成要素

本研究では、学校の実態や調査結果から明らかになった課題を考慮し、縦軸に学習過程及び

学習活動を、横軸に評価の観点を設定し、クロスした欄内に予想される児童・生徒の主な学習

状況を記入し、主な学習状況を具体化したものを「子どもの学びの姿の例 、主な学習状況や」

学びの姿に対して教師が指導すべき配慮事項を「支援のポイント」として記入した。

３ 各構成要素の設定

(1) 「学習過程」及び「学習活動」について

問題解決型の学習過程は、文部科学省（文部省）をはじめ公共の教育機関が発行している総

合的な学習の時間や教科の指導資料等をみても、課題設定、課題追究・解決、報告（発表）と

いった過程を踏んでいるところが多い。そこで、こうした指導資料や先に触れた先行研究、学

校の実態等を参考にしながら、総合的な学習の時間における学習過程及び学習活動、それぞれ

の学習活動の趣旨を次ページの のように設定した。表１
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（表１ 「学習活動」の趣旨）

学習活動 学習活動の趣旨学習過程

学習素材と出合う 学習の素材となるものにかかわったり、課題を設定するために、こ
。 。つ れまでの知識や体験を整理したりする 必要とあれば情報収集を行う

か
む 学習課題を設定する 学習素材と出合ったときの気付きやこれまでの知識等を活用した課

題や自分の興味・関心に応じた課題を設定する。

課題追究の計画を企画 課題を追究していく計画を情報収集や意見交換を通し立案する。必

・調整する 要とあれば課題の修正を行う。
追
究 観察・調査活動を行う 計画に沿って、観察や情報の収集・選択をしたり、意見交換等を行
す ったりするなど、課題解決に向けての活動を行う。
る
調査結果をまとめる 調査した経過や結果について根拠を明らかにしながら、意見交換も

行い、相手に対してわかりやすい表現で説明できるようまとめる。

調査結果を発表する まとめたことを相手に対してわかりやすい方法で説明し、自分の意
見も述べる。

広
げ 生活に生かす 学習の成果を自分の生活や社会をよりよくするために活用する方法
る を考えたり実践したりする。

新たな課題を発見する 学習の結果、課題として残ったことや新たに追究したいことなどに
ついて考える。

(2) 「評価の観点」について

総合的な学習の時間における評価の観点は、各学校が定めることとなっている。そのため、

先行研究をみても様々な観点が設定されている。評価規準を定めている学校等をみると、文部

科学省が例示した「課題設定の能力 「問題解決の能力 「学び方、ものの考え方 「学習への」 」 」

主体的、創造的態度 「自己の生き方」といった総合的な学習の時間のねらいを踏まえた観点」

を設定しているところが比較的多くあった。

しかし、ここで検討している試案表は、教師が総合的な学習の時間における児童・生徒の学

習状況をとらえ、その状況に対応しながら指導を行う際に活用できる資料の開発もねらいとし

ていることから 「課題設定の能力」などの複合的な能力よりも、その基本にある「思考・判、

断 「表現」といった基礎的な能力を観点にした方がねらいをより達成できるのではないかと」

考えた。そこで、総合的な学習の時間の趣旨や一般的にみられる学習活動等を考慮し 「知識、

・理解」を除く「関心・意欲・態度 「思考・判断 「技能・表現」を 「学習に対する主体的」 」 、

な態度 「論理的、多面的・多角的に考える力 「情報を収集・選択する力 「情報を処理・表」 」 」

現する力」に設定した。これらは問題解決型の学習に必要な基本的な資質・能力ともいえる。

さらに、総合的な学習の時間では、自己の生き方を考えるといったねらいから、自己評価や

相互評価を取り入れることが多い。そこで、観点に「自分の周りの人とよりよくかかわる力」

「 」 。 。自己評価を行う力 も加えた これらは自己評価や相互評価にかかわる資質・能力といえる

なお、設定した観点の構成を各カテゴリーに分類して整理したものが次ページの である。表２
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（ ）表２

関心・意欲・態度 学習に対する主体的な態度
身 問題解決型の
に 学習に必要な 思考・判断 論理的、多面的・多角的に考える力
付 基本的な資質
け ・能力 情報を収集・選択する力
さ
せ 技能・表現 情報を処理・表現する力
た
い 相互評価 自分の周りの人とよりよくかかわる力自己評価や相互
評価にかかわる力

自己評価 自己評価を行う力資質・能力

また、縦軸同様、学習状況の記入のために設定した観点についてその趣旨を のように設表３

。 、 「 」 「 、 （ ）」定した これは 学習指導要領及び 解説 や 評価規準 評価方法等の研究開発 中間整理

（国立教育政策研究所、平成13年６月）などを参考にして作成した。

（表３ 「観点」の趣旨）

観点 観 点 の 趣 旨

、 、学習に対する 児童・生徒が学習に取り組む際 学習素材となる周囲の事象や事物に対して関心をもち
主体的な態度 それを意欲的に追究しようとすることや、その事象や事物を生活とのかかわりでみようと

し、よりよい社会を考え自覚をもって責任を果たそうとする。

論理的、多面 児童・生徒が学習に取り組む際、学習素材となる周囲の事象や事物が多様な側面をもつ
的・多角的に とともに、それぞれが様々な条件や要因によって成り立つことや事象や事物について比較

、 。考える力 ・関連・総合して考えてみたり 多様な角度やいろいろな立場に立って考えてみたりする

情報を収集・ 児童・生徒が学習に取り組む際、学習素材となる事象や事物に関する有用な情報を様々
選択する力 な手段を用いて収集し、収集された情報の中から考察に必要な情報を取捨選択する。

情報を処理・ 児童・生徒が学習に取り組む際、収集しかつ適切に選択した情報について、追究し考察
表現する力 した過程や結果を具体的、論理的に説明するなど、第三者に学習で得た結論とその結論を

導き出した過程をよりわかりやすく効果的に示す。

自分の周りの 児童・生徒が学習に取り組む際、周囲の人、例えば教師や他の児童・生徒、あるいは学
人とよりよく 習にかかわった地域の人などに対し、時と場に応じた適切な言動をとったり、他の児童・
かかわる力 生徒と学習活動に対し積極的に情報交換をしながら啓発し合ったりするなど、それぞれの

個性や立場を尊重し、いろいろなものの見方や考え方があることを理解する。

自己評価を行 児童・生徒が学習の活動内容や結果について振り返ることにより、学習活動のよさに気
、 、う力 付くだけでなく 学習目標に照らしながら改善点を指摘し今後の学習活動を修正するなど

自分で目標を見つけ自分自身を公正に判断し自己の向上を図る。

こうして設定した縦軸と横軸の趣旨に基づき 「主な学習状況」の設定を行った。なお 「子、 、

どもの学びの姿の例」については、各学習状況において予想される具体的な学習活動を授業の

実践や学校の実態から検討し例示という形で示した。

(3) 「支援のポイント」について

ここまでの手順は、評価規準の作成手順にすぎない。試案表を指導に役立つ資料にするため

、 。には 児童・生徒の予想される学習状況に対して行う指導上の配慮事項を設定する必要がある

そこで、すでに設定した「主な学習状況」に対する指導（支援）上の配慮事項を「支援のポイ

ント」として設定することとした 「支援のポイント」を設定するに当たり、指導や支援を行。

う要素を、これまでの授業の実践や生活科や総合的な学習の時間に関する資料を参考に次ペー

ジの のように整理した。表４
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（表４）児童・生徒の主体的な学習に対する教師の指導や支援の要素

＜直接的なもの＞ ＜間接的なもの＞
禁 止 「～してはいけません」 場の設定） 場面の設定や場所の確保をする（
指 示 「～しなさい」 時間の保障） 使える時間を保障してあげる指 （
制 御 「～してはいけないよ」 資料、用具等の準備）示 （
助 言 「～してごらん」 補助的資料の提供や、紙などの材料的
演 示 「～してみせよう」 ボード、ペンなどの用具を準備する・

教 示 「これは～です」制
説 明 「～ということです」御
激 励 「がんばれば～だ」的
声 援 「～をがんばろうね」

期 待 「きっと～できるよ」

紹 介 「～がありますよ」

催 促 「～してごらん」

問 題 「～かな」

誘 導 「～してみないか」

提 案 「～はどうだい」

依 頼 「～してください」

承 認 「～ができていたね」援

許 容 「～しても大丈夫だよ」助
「 」「 」「 」的 感 嘆 すごい さすが ほぉ

称 賛 「よくできたね」・
感 謝 「ありがとう」受
確 認 「～ですね」容
（ ） 、 、 、的 その他 うなずき 合図 微笑み

同行、スキンシップ、 待つ

この表を根拠に「支援のポイント」を「直接的支援」と「間接的支援」に分け、それぞれ

の学習状況に応じ設定した。

以上の作業を通して試案表を作成したが、各学校、各校種で活用できるよう精度を高める

ため、さらに８つの小・中学校並びに高等学校においてアンケートによる聞き取りを行い修

正を加えた（巻末 を参照 。こうして作成した試案表を、学校における実際の指導と資料１ ）

評価の場面で活用し、研究のねらいを検証するため、115ページ以降に示すように、Ａ小学

校において授業を行った。

４ 試案表の活用について

、 。こうして作成した試案表を 実際の指導において活用することについては以下の通りである

(1) 児童・生徒の指導と評価

例えば、学校の近くにある河原に児童を連れて行き、そこから学習課題を設定させるといっ

た授業を想定する。このとき、ある児童が川の水に触れるという活動をとった場合、川の水に

触れているというこの児童の活動は、試案表の「学習素材と自ら進んでかかわっている」とい

う学習状況にあたると考えられる。つまり、この児童の活動を、評価の観点の「学習に対する

主体的な態度」の表れとして判断（評価）し、補助簿等に記録したりその場でほめたりするな
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どの評価（形成的評価）を行うことが考えられる。記録したものは、単元のまとまりごとに行

う総括的評価として活用することが考えられる。一方で、川に行っても何をしてよいのか分か

、「 」 「 」 、らない児童がいたとした場合 つかむ 段階の 子どもの主な学習状況 にあるような活動

例えば「学習素材と進んでかかわっている」状況に対し「かかわれない」といった判断＝評価

（形成的評価）を教師が行い、適切な支援が必要になる。その際 「つかむ」の段階の「支援、

のポイント」欄を参考にしながら 「石の下を調べてごらん、何かいるかもしれないよ」とい、

う活動への示唆や、場の設定についての変更、時間的保障などの支援を行うことで、ここでの

状況の解決を図ることができる。

(2) 自己評価カード及び相互評価カードの作成と活用

自己評価や相互評価が、総合的な学習の時間のねらいを達成するために重要な教育活動の一

つであることはすでに述べた。今回、以下にあるように、試案表を活用した自己評価や相互評

価の手だてを検討し示すこととした。

教師が総合的な学習の時間において児童・生徒の学習状試案表は、これまで述べてきたように、

児童・生徒が況をとらえ、その状況に対応しながら指導を行う際に活用できるだけではなく、

自己評価・相互評価を行う際、その活動の充実を図るための資料としても活用できるよう作成した。

児童・生徒が自己評価・相互評価を行う際には、「自己評価カー総合的な学習の時間において、

ド」「相互評価カード」といったワークシートを活用することが一般的だが、こういったカードを利用する

場合、作成や指導の上でポイントとなるのは、

① カードに設定する質問項目

② 児童・生徒の記述に対する教師の助言等の評価

の２点である。そこで、①の「カードに設定する質問項目」を試案表の「子どもの主な学習状況」欄を参

考にして設定してみた（巻末 を参照）。設定の手順としては以下の通りである。資料２・３

①のポイントである「カードに設定する質問項目」については、試案表の「子どもの主な学習状況」

欄を活用して、その項目を設定することができる。自己評価カードの質問項目設定の手順としては以

下のア～ウに示す通りである。

「 」 。ア 子どもの主な学習状況 の中から自己評価を行う際のキーワードなるものを抽出する

イ 例えば 次ページの に示す 学習に対する主体的な態度 の観点でのキーワード 課、 「 」 「表５

活動は順調に進んでいますか」といった質問項目を設定する題追究の計画に沿って」から「

「子どもの主な学習状況」から抽出したキーワードを中心として、各「評価の観ように、

」 。 、 「 」点 ごとに１項目ずつ自己評価カードの質問項目を設定していく なお 各 評価の観点

ごとに１項目ずつに制限したのは、学習活動中に児童・生徒がカード記入に要する時間を

およそ15分程度にとどめたいという理由からである。

ウ 設定した質問項目の中から、児童・生徒に対して自己評定を求めることが適当である項

目について、３段階の評定とその評定の理由を記すようにする。自己評定を求めることが

適当である項目は、各学習内容によって、また、自己評価を実施する児童・生徒の発達段

階によって異なるものであり、個々の教師の判断に任されるところである。検証授業にお

いては に示すとおり、児童・生徒の活動に対する満足感を知るために、自己評定を求表５

める項目を設定した。
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活動に対する満足感といった内面的な部分は、児童・生徒自身にとっても自覚すること

が難しく、学習活動の様子やカードの文章記述においても表出することが少ない。評定形

式で自己の内面を３段階に自己分析させ、それについて適切な理由付けをさせることは、

児童・生徒にその内面的な部分を自覚させるために有効な手段であると考えられる。

試案表「子どもの主な学習状況」記載内容と自己評価カードにおける質問項目の関連( )表５

※「観察・調査活動を行う」学習活動におけるもの

学習に対する 論理的、多面 情報を収集・ 情報を処理・ 自分の周りの 自己評価を行

主体的な態度 的・多角的に 選択する力 表現する力 人とよりよく う力

考える力 かかわる力

・追究の計画に ・課題について ・多様なメディ ・収集した情報 ・教 師 や友 だ ・課題追究の計

沿って、解決に 焦点化し、解決 アや場所から目 をその特徴とと ち、地域の人な 画、観察・調査

向けて粘り強く に必要な方法を 的に合った情報 もに分類・整理 どとかかわり、 活動の方法など試案表『子
取り組んでいる 選択したり、考 を計画的に収集 し、課題の解決 考えや解決方法 を振り返り、そどもの主な

えたりしている している に役立てている について意見を の改善点につい学習状況』

交換したり、情 て考え、よりよ記載内容
報を得たりしな い活動にしよう

がら、観察・調 としている

査活動を行って

いる

・活動は順調に ・自分の担当す ・今日集めた情 ・調査活動や集 ・友だちの意見・・自分の感想

進んでいますか るページについ 報について教え めた情報を自分 調査方法などを

Ａ 順調 て新しいアイデ てください の企画に生かせ 自分の企画に生

Ｂ やや順調 アなどがあったら ましたか かせましたか自己評価カ
Ｃ あまり順調で 書いてください Ａ 生かせた Ａ 生かせたードにおけ
はない Ｂやや生かせた Ｂやや生かせたる質問項目

●その理由 Ｃ あまり生かせ Ｃ あまり生かせ

なかった なかった

●その理由●その理由

②の「児童・生徒の記述に対する教師の助言等の評価」については、試案表の「評価の観点」を意

識することで、児童・生徒の学習状況に対して教師の意図を明確にしたコメントを記入することができ

る。つまり、「学習に対する主体的な態度」「論理的、多面的・多角的に考える力」「情報を収集・選択

「自分の周りの人とよりよくかかわる力 「自己を評価するする力」「情報を処理・表現する力」 」

力」のうち、どの資質・能力について児童・生徒の成長が見られたかということを、教師のコ

メントとして的確に児童・生徒に伝えていくことができるものと考えられる。

Ⅲ 試案表を活用した授業の展開
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１ 試案表を活用した「総合的な学習の時間」学習指導案の作成の工夫

検証授業を行うに当たり、試案表を有効に活用するため、以下に示すように、試案表の構成

要素を各検証授業の学習指導案の中に組み入れる工夫を行った。

小学校 第 学年 組
「○○○○○」 （全 時間）① 単元名

② 単元の目標
●
●

③ 単元の学習活動計画
学 習 活 動 時 主 な 学 習 内 容学習

数過程
学習素材と出合うつ
学習課題を設定するか

む
課題追究の計画を追
企画・調整する究
観察・調査活動を行うす
調査結果をまとめるる
調査結果を発表する広
生活に生かすげ
新たな課題を発見するる

④ 単元の評価
評 価 の 観 点 と 主 な 学 習 状 況学

学習に対する 情報を収集・ 情報を処理・ 自己評価を行習 論理的、多面 自分の周りの人と
主体的な態度 選択する力 表現する力 う力過 的・多角的に よりよくかかわる

考える力 力程
つ
か
む
追
究
す
る
広
げ
る

評価の観点

問
題
解
決
型の
学
習
活
動の
流
れ

児童・生徒の 主な学習状況

児
童
・
生
徒
の
学
び
の
姿
の
具
体
例

教
師
の
支
援
の
ポ
イ
ン
ト

単元の 全体計画

試案表

試案表
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ア 本時のねらい

身に付けさせたい資質・能力 期 待 さ れ る 児 童 の 学 習 状 況

学習に対する主体的な態度 自分のもつＨＰのイメージに近づけようと粘り強く活動に取り組んでいる

論理的、多面的・多角的に考える力 ＨＰに載せる内容について新たなアイデアを考え出している

情報を収集・選択する力 課題の解決に参考となる情報を選択し、収集している

情報を処理・表現する力 収集した情報をその特徴とともに分類している

自分の周りの人とよりよくかかわる力 周りの人からのアドバイスを自分の活動に取り入れたり、自分のも

つ情報を伝えたりしている

自己評価を行う力 活動計画と進行状況の違いに気付き、改善点について考えている

イ 本時の展開
児童の学習活動(○)と考え(・) 主な支援の内容 評価の観点

直接的支援 間接的支援

【場の設定】Ａ小学校ホームページの企画書 ・粘り強く取り組めるよ
う励ます ・作業スペースを確を作ろう ⑤⑥時

○企画書の作成方法を知る ・企画書の記入方法につ 保する
・ 自分のイメージがみんなにわかって いて説明する ・新たな情報源とな ○ 学 習 に 対「
もらえるような企画書にしたいな」 る検索用サイトを紹 す る 主 体 的
○企画書を作成する ・参考とするＨＰを思い 介する な態度
・ 自分の企画書の参考になる学校はど 出すような問いかけを「
こだったかな」 し、メモするよう助言す ○ 情 報 を 処【時間の保障】
・ どんなふうに説明すればいいのかな る ・活動時間を９０分 理 ・ 表 現 す「 」

・企画書は図だけでな とする る力
く、補足説明も入れてお

くことを指示する

このほか、試案表の「子どもの主な学習状況」を参考にして 「自己評価カード」及び「相、

互評価カード」の質問項目を設定したことはすでに触れた（111ページ 。）

こうして作成した指導案を基に授業を展開した。

２ 授業の実践（Ａ小学校 第６学年１・２組）

評価の観点

問
題
解
決
型の
学
習
活
動の
流
れ

児童・生徒の主な学習状況

児
童・
生
徒の
学
び
の姿
の
具
体
例

教
師
の
支
援
の
ポ
イ
ン
ト

本時案
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(1) 単元名

「自分にできることは…」 （全３０時間）

(2) 単元の目標

① 小学校生活の集大成として 「Ａ校のために自分自身ができることは何か」について考、

え、実践する。

② 「自分にできることは…」の活動を通じて、自己の活動内容や身に付けた力についての

理解と自信を深める中で、これから始まる中学校生活に向けての期待と決意をもつ。

※時数のうち黒抜き数字の時間が本試案表を用いた実践事例(3) 単元の学習活動計画

主 な 学 習 内 容学習 学習 時
数過程 活動

① ○卒業に向けて、これからの様々な取組の内容について知る。

学 ② ・卒業アルバム作成、卒業制作、送別スポーツ大会、卒業式、６年生を送る会、卒業を祝う会、各委員

習 会活動・クラブ活動においての引き継ぎ等、今後卒業までの活動の概要と自分の役割を確認する。

素

材 ③ ○卒業に向けての取組の一環として、本単元『自分にできることは…』が実施される意義について考え

と る。

出 ・歴代の卒業生の取組について知り、活動についてのイメージをもつ。

合 ④ ○「自分にできることは…」の活動テーマを決める。

う ⑤ ・自分の興味・関心に沿ったテーマを設定あるいは選択する。

⑥ ・学校全体にとって必要かつ有意義なテーマを設定し、活動グループを作る。

○テーマグループ別活動⑦

・ホームページ（ＨＰ）グループは、インターネットを利用して既存のＨＰにアクセス、ＨＰについて⑧

のイメージをつかむ。

○テーマグループ別活動⑨

・ＨＰグループは、これまでアクセスした既存の学校ＨＰの内容を参考に、Ｂ校

学習課題を設定する のＨＰに必要な項目の柱立てについて話し合い活動を行う。

・必要な項目が決定したら、各自の分担するＨＰ内容を決定する話し合い活動を

行う。

課題追究の計画を ○テーマグループ別活動⑩

企画・調整する ・ＨＰグループは、企画書の作成スケジュールを立てる。

観察・調査活動を行う ○テーマグループ別活動⑪

・ＨＰグループは、さらに情報を収集し、企画書を作成する。⑫

⑬ ○テーマグループ別活動

調査結果をまとめる ⑭ ・ＨＰグループは、企画書の作成および中間発表会を行う。

・中間発表における相互評価をもとにして、自らの企画書を修正する。

⑮ ○テーマグループ別活動

～ ・ＨＰグループは、企画書に基づいて、各自のＨＰ画面を作成する。

調査結果を発表する ・各自が作成したＨＰ画面を結合し、Ａ校のＨＰとして仮完成する。24

・ＨＰの内容について最終的なチェックを校長、教師と共に行い（プライバシー

の保護等 、Ａ校のＨＰとして登録する。）

○テーマグループ別活動25

生活に生かす ～ ・ＨＰグループは、他グループの友だちや保護者、地域の人などから公開したＨ

Ｐについての感想を聞き、ページの更新等を行う。27

○「自分にできることは…」の活動を振り返り、中学校生活への新たな決意をも28

新たな課題を発見する ～ つ

・各活動グループの取組を紹介し合い、活動全体の意義について考える30

(4) 単元の評価

つ

か

む

追

究

す

る

広

げ

る
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評 価 の 観 点 と 主 な 学 習 状 況
学習に対する 論理的、多面 情報を収集・ 情報を処理・ 自分の周りの 自己評価を行
主体的な態度 的・多角的に 選択する力 表現する力 人とよりよく う力

考える力 かかわる力

・ 自 分 の 力 で ・学校生活を見 ・ 学 習 テーマ ・ 周 り の 人 と ・周りの人と意 ・ 学 習 テ ー マ

で き る こ と を つ め 直す中から 設定のために、 の か か わ り や 見を交換したり の意義を考え、、

自 ら 進 ん で 考 多様な気付きを よ り 多 く の体 既 得 の 経 験 ・ 他者の考えを尊 そ の 発展性 に

え 、 学 習 テ ー もち、自らの活 験 を 求 めてい 体 験 が 学 習 テ 重したりしなが 気付いている

マ を 設 定 し た 動や経験に基づ る ー マ の 設 定 に ら学習テーマを

り 選 択 し た り い て 学習テーマ 結 び つ い て い 設定している

している を設定したり選 る

択したりしてい

る

・ 自 分 の 目 標 ・課題の解決に ・ 主 に コンピ ・ 情 報 を そ の ・周りの人の意 ・ 自 ら の責 任

や 意 図 を も っ 向けて段階的な ュ ー タ を 利用 重 要 性 に よ り 見を自らの活動 に お い て課 題

て 課 題 追 究 の 学習計画を立て し て 関 連 性や 整 理 し た り 、 や考えに取り入 の 解 決 に取 り

計 画 を 立 て 、 ている 発 展 性 のある 特 徴 と と も に れ な が ら 、課題 組 み 、 活動 の

自 分 の 力 で 結 ・様々な角度か 情 報 を 収 集・ 分 類 し た り し を解決している 修 正 点 を考 え

論 を 導 き 出 す ら課題をとらえ 選 択 し 、 課題 な が ら 、 課 題 な が ら よ り よ

よ う 粘 り 強 く 解決に向けての の 解 決 に 役立 の 解 決 に 役 立 い 活 動 に し よ

活 動 に 取 り 組 新たな視点をも てている てている うとしている

んでいる ったり、課題を ・ 情 報 を 効 果

焦点化したりし 的 に 加 工 し て

ながら根拠のあ 自 ら の 考 え に

る結論を導き出 取 り 入 れ て い

している る

・ 自 分 の 考 え ・学習活動と自 ・ コンピュー ・ コ ン ピ ュ ー ・自分の考えを ・ 学習活動 を

を 意 欲 的 に 発 分の生活を関連 タ を 利 用 した タ を 利 用 したわかりやすく 伝 振 り 返 り、 自

信 し 、 学 習 活 付けて考え、物 情 報 収 集 ・選 情 報 処 理 ・ 活 えるとともに、 ら の 成 長に 気

動 を 生 か し て 事を多様な視点 択 の 技 能 が自 用 の 技 能 が 自 周りの人の長所 付 く と と も に

自 ら の 学 校 生 でとらえようと ら の 生 活 や他 ら の 生 活 や 他 を認めようとし 興 味 ・ 関心 を

活 を 見 直 し た している の 学 習 場 面に の 学 習 場 面 に ている 広 げ よ う と し

り 、 中 学 校 生 役立っている 役立っている ている

活 へ の 希 望 を

も っ た り し て

いる

(5)－① 指導の実際 （７・８／３０）

学習過程 学 習 活 動

つ

か

む

追

究

す

る

広

げ

る

学
習
過
程
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つかむ 学習素材と出合う

ア 本時のねらい

身に付けさせたい資質・能力 期 待 さ れ る 児 童 の 学 習 状 況
学習に対する主体的な態度 各種のホームページに自ら進んでアクセスしている
論理的、多面的・多角的に考える 各種のホームページを体験する中から多様な気付きをも
力 っている
自分の周りの人とよりよくかかわ 各種のホームページを体験した感想について、友だちと
る力 意見交換している
自己評価を行う力 今日の活動を振り返り、その意味やよりよいかかわり方

について考えている

イ 本時の展開

児童の学習活動(○)と考え(・) 主な支援の内容 評価の観点
直接的支援 間接的支援

Ａ小学校ホームページの企画書
を作ろう

①②時
【場の設定】
・板橋区エコポリス

○リーダーはこれまでの学習の流 ・子ども個々の役割 センターの紹介をす
れを発表する を分担するためのア る
・ いろいろなＨＰを見たが、ま ドバイスをする ・情報交換のために「
だ自分たちの作るもののイメー ジ 参考となるＨＰをも

○ 学 習 に 対が固まっていません」 つ学校名を板書する
す る 主 体 的

な態度○板橋区エコポリスセンターのＨ ・よい情報があった 【時間の保障】
Ｐへアクセスする らみんなに教えてあ ・活動時間を９０分
・ たくさんの学校のＨＰが一度 げるよう助言する とする「

○ 論 理 的 、に見られるね」
多 面 的 ・ 多

角 的 に 考 え○自分の担当になった学校のＨＰ ・参考となる部分を 【資料・用具等の準

る力にアクセスする 焦点化するよう声か 備】
○ 自 分 の 周けをし、情報を全体 ・一人一台のパソコ
り の 人 と よ○アクセスしたＨＰについて友だ に広める ンを確保する
り よ く か かち同士で自由に意見交換する ・カードの記入につ ・自己評価カードを
わる力いて説明する 準備する
○ 自 己 評 価○自己評価カード（見つめるカー

を行う力ド）を記入する

(5)－② 指導の実際 （９・１０／３０）

学習過程 学 習 活 動
つかむ 学習課題を設定する
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追究する 課題追究の計画を企画・調整す
る

ア 本時のねらい
身に付けさせたい資質・能力 期 待 さ れ る 児 童 の 学 習 状 況

学習に対する主体的な態度 設定 自分の興味・関心に沿って課題を設定している
計画 自分の作りたいＨＰについて願いをもっている

論理的、多面的・多角的に考える 設定 自分の企画についてのイメージをもっている
力 計画 解決に向けて段階的な学習計画を立てている
情報を収集・選択する力 設定 多くのＨＰにアクセスし情報を得ている

計画 多くのＨＰにアクセスし情報を得ている
情報を処理・表現する力 設定 これまでの情報を参考に、自分の課題を設定して

いる
自分の周りの人とよりよくかかわ 設定 課題設定に必要な情報を共有しようとしている
る力 計画 友だちのアドバイスを活動に取り入れている
自己評価を行う力 設定 自分が設定した課題について納得している

計画 計画の中で足りない部分に気付いている
イ 本時の展開

児童の学習活動(○)と考え(・) 主な支援の内容 評価の観点
直接的支援 間接的支援

Ａ小学校ホームページの企画書
を作ろう

③④時

○ 情 報 を 収○Ａ小のＨＰに必要な柱立てにつ ・これまでの情報を 【場の設定】
集 ・ 選 択 すいて話し合う 整理し、話し合いの ・車座になって話し
る力・ △△小のＨＰがすてきだった 視点を助言する 合えるスペースを確「
○ 情 報 を 処から参考にしたいね」 保する
理 ・ 活 用 す・ Ａ小らしさが出る内容にした「
る力いな」

○自分が担当するＨＰの内容を話 ・自分の希望と異な 【時間の保障】
し合って決める る課題を設定した児 ・活動時間を９０分

○ 学 習 に 対・ 自分はこの内容をやってみた 童を励ます とする「
す る 主 体 的いけど、グループのみんなはどう
な態度なのかな」
○ 自 分 の 周○今後３回の学習計画を立てる ・情報収集と企画立 【資料・用具等の準

り の 人 と よ・ 必要な活動は何だろう」 案の時期を明確にす 備】「
り よ く か かるよう助言する ・一人一台のパソコ
わる力○自己評価カード（見つめるカー ・カードの記入につ ンを確保する
○ 論 理 的 、ド）に記入する いて説明する ・話し合いの参考と
多 面 的 ・ 多なるＨＰをプロジェ
角 的 に 考 えクターで投影する

る力・外部講師へ協力を
○ 自 己 評 価依頼する
を行う力・自己評価カードを

準備する

(5)－③ 指導の実際 （１１・１２／３０）

学習過程 学 習 活 動
追究する 観察・調査活動を行う
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ア 本時のねらい
身に付けさせたい資質・能力 期 待 さ れ る 児 童 の 学 習 状 況
学習に対する主体的な態度 自分のもつＨＰのイメージに近づけようと粘り強く活動

に取り組んでいる
論理的、多面的・多角的に考える ＨＰに載せる内容について新たなアイデアを考え出して
力 いる
情報を収集・選択する力 課題の解決に参考となる情報を選択し、収集している
情報を処理・表現する力 収集した情報をその特徴とともに分類している
自分の周りの人とよりよくかかわ 周りの人からのアドバイスを自分の活動に取り入れた
る力 り、自分のもつ情報を伝えたりしている

自己評価を行う力 活動計画と進行状況の違いに気付き、改善点について考
えている

イ 本時の展開
児童の学習活動(○)と考え(・) 主な支援の内容 評価の観点

直接的支援 間接的支援

Ａ小学校ホームページの企画書 ・粘り強く取り組め
を作ろう るよう励ます

⑤⑥時 【場の設定】
○ 学 習 に 対・企画書の記入方法 ・作業スペースを確
す る 主 体 的○企画書の作成方法を知る について説明する 保する

な態度・ 自分のイメージがみんなにわ ・新たな情報源とな「
かってもらえるような企画書にし る検索用サイトを紹
たいな」 ・参考とするＨＰを 介する

○ 情 報 を 処思い出すような問い
理 ・ 表 現 す○企画書を作成する かけをし、メモする 【時間の保障】
る力・ 自分の企画書の参考になる学 よう助言する ・活動時間を９０分「

○ 論 理 的 、校はどこだったかな」 ・企画書は図だけで とする
多 面 的 ・ 多・ どんなふうに説明すればいい なく、補足説明も入「
角 的 に 考 えのかな」 れておくことを指示
る力する 【資料・用具等の準

・記入状況を確認す 備】
○ 情 報 を 収る ・一人一台のパソコ

集 ・ 選 択 す○企画書作成に必要な資料を収集 ・必要な資料の入手 ンを確保する
る力する 方法について助言す ・個人用ＨＰ企画書

・ 学校の歴史を調べたいから、 る （ワークシート）を「
○ 自 分 の 周学校要覧が必要だな」 ・必要な機器の操作 準備する
り の 人 と よ・ デジタルカメラで写真を撮っ 方法を説明する ・自己評価カードを「
り よ く か かてこなくちゃ」 準備する

わる力

○ 自 己 評 価○自己評価カード（見つめるカー
を行う力ド）を記入する ・カードの記入につ

いて説明する

(6) 実践事例についての考察

検証授業を実施するに当たり、児童の様子を記録するため、試案表を使って に示すよう表６
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な補助簿を作成し、数名の児童を観察した。この記録は形成的評価や総括的評価の資料として

活用することから、児童のよい点を中心に記録するよう配慮した。

表６ 補助簿の例（ ）

第 回 平成 年 月 日 校時○Ａ小学校 観点別の児童の学習状況
学 評 価 の 観 点 と 主 な 学 習 状 況

学習に対する 論理的、多 面 情 報を収集・ 情報を処理・ 自 分 の 周 り 自 己 評 価 を習 学習活動
主体的な態度 的・多角的に 選択する力 表現する力 の 人 と よ り 行う力過

考える力 よ く か か わ程
る力

、・追究の計画に沿っ ・課題について焦点化 ・多様なメディアや場 ・収集した情報をその ・教師や友だち、地 ・課題追究の計画

て、解決に向けて粘 し、解決に必要な方 所から目的に合った 特徴とともに分類・ 域の人などとかかわ 観察・調査活動の

り強く取り組んでい 法を選択したり、考 情報を計画的に収集 整理し、課題の解決 り、考えや解決方法 方法などを振り返追 観察・調査
る えたりしている している に役立てている について意見を交換 り、その改善点に究 活動を行う

したり、情報を得た ついて考え、よりす
りしながら、観察・ よい活動にしようる
調査活動を行ってい としている

る

Ａ児児
童
の
Ｂ児学

習
状
Ｃ児況

その後、記録を基に以下の視点で考察を行った。

① 試案表を活用しながら、児童・生徒のよい点、学習に対する意欲や態度、進歩の状況な

どを踏まえて評価する、いわゆる個人内評価を適切に行うことができたか。

② 試案表を活用しながら、形成的評価（自己評価を含む）を指導に生かすことで指導と評

価の一体化を図り、児童・生徒の学習意欲の喚起・向上に役立てることができたか。

① 視点①について

試案表を活用しながら、児童・生徒のよい点、学習に対する意欲や態度、進歩の状況などを

踏まえて評価する、いわゆる個人内評価を適切に行うことができたか。

【指導事例】

次ページ は、本事例の「観察・調査活動を行う」学習段階において、試案表の「評価の観表７

点」ごとに「子どもの主な学習状況」に記載された内容が、Ａ児の実際の学習状況としてどのように

表出したかを示したものである。なお 「子どもの主な学習状況」に記載された内容のうち の、

部分は Ａ児の実際の学習状況で の部分として表出したことを表している 次ページ は 論、 。 、「表８

理的、多面的・多角的に考える力」の観点におけるＢ児の学習状況の記録を学習過程に沿って整理し

たものである。

「子どもの主な学習状況」記載内容とＡ児の学習状況の実際( )表７
評価の観点 「子どもの主な学習状況」記載 Ａ児の実際の学習状況

内容
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・追究の計画に沿って、解決に向けて ・課題の解決に向けて学校だけでなく学習に対する主体的な態度 粘り

取り組んでいる 家庭でも自分の取り組みを継続してい強く

る

・課題について焦点化し、解決に必要な方 ・ＨＰに載せる新たなアイデアを考え論理的、多面的・多角的に考える力
法を選択したり、 出し、実際に試行している考えたりしている

・ や場所から目的に合った ・新しいコンピュータソフトを利用し情報を収集・選択する力 多様なメディア

情報を計画的に収集している て、課題の解決に取り組んでいる

・収集した ・教師や周りの人の質問に対し、自己情報を処理・表現する力 情報をその特徴とともに分類・整

し、課題の解決に役立てている 評価カードを参考にして応答している理

・教師や友だち 地域の人などとかかわり ・教師や周りの人に対して自分の企画自分の周りの人とよりよく 、 、

考えや解決方法について を説明しているかかわる力 意見を交換したり、

しながら、観察・調査活動を ・友だちの企画書のよい点をたくさん情報を得たり

行っている 指摘している

・課題追究の計画、観察・調査活動の方法 ・友だちの考えのよさを認め、自らの自己評価を行う力
などを振り返り その 活動に生かそうとしている、 改善点について考え、

としているよりよい活動にしよう

Ｂ児の学習状況等を「論理的、多面的・多角的に考える力」の観点で把握したもの( )表８

学習過程 つ か む 追 究 す る 広 げ る
学習活動 学習課題を設定 観察・調査活動 調査結果を 調査結果を課題追究の計画を

する を行う まとめる 発表する企画・調整する

・世界の名所につい ・発表までの時間 ・資料で調べるだけ ・縮図を利用するこ ・課題と動機を明Ｂ児の
て歴史だけではなく 数を考えながら、 ではなく、今日的な とにより、より具体 らかにし、質問さ学習状況 、

有名になった理由な 見通しをもって、 世界情勢と関連付け 的に説明しようとし れた調査方法につ

ど様々な視点で、課 学習計画を立てて て調べようとしてい ている いて的確に答えて

題を設定している いる る いる

【考察】

の通り、試案表の「子どもの主な学習状況」として記載された内容のうち は、児童の実表７

、 。 、際の学習状況として の中に その要素として表出していることがわかる 実際の観察において

授業者は「子どもの主な学習状況」に記述されている内容を見ながら、 のような記録をしていっ表７

た。当初、児童の活動がどの観点に当てはまるのかなど記録に際しての戸惑いはあったが、観点の趣

旨を事前に理解しておくことで記録も円滑に行われるようになった。児童のよい点を中心に観察した

ので、児童によっては記録できない箇所が生じたが、個人内評価の特性から、そのことは特に問題で

はないと考える。

このように、評価の観点を定め、それに応じた子どもの学習状況を設定することは、実際の児童・

生徒の学習状況のうち、よい点を中心に観点ごとに観察することができた。また、 のように、そ表８

の記録を保存・比較することで進歩の状況も見ることができ、総合的な学習の時間における評価（個

人内評価）を行う方法として適切であるといえる。

② 視点②について

試案表を活用しながら、形成的評価（自己評価を含む）を指導に生かすことで指導と評価の
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一体化を図り、児童・生徒の学習意欲の喚起・向上に役立てることができたか。

【 】指導事例１

試案表の「支援のポイント」欄に記載されている内容は、総合的な学習の時間において取り

入れられる問題解決型の学習に活用できるよう、一般的な支援内容の記載にとどまっている。

しかし 「意欲が持続するよう励ます」という支援内容であっても、教師が児童・生徒の実際、

の学習状況に対して具体的な言葉かけを行うことが大切である。そのことで児童・生徒は新し

い気付きや学習意欲が喚起されるからである。

は、本事例の「観察・調査活動を行う」学習活動において、試案表の「教師の支援表９・10

のポイント」の「直接的支援」及び「間接的支援」の欄に記載されている内容を教師の言葉と

して具体化したものと、その支援に対応して児童に見られた学習状況の変容について、その例

を示したものである。

※『観察・調査活動を行う』学習活動におけるもの( )表９直接的支援の内容と児童の学習状況の変容

試案表の記載内容 具体的な支援内容 児童の学習状況の変容
・意欲が持続するよう励ます 「あなたのイメージにぴったりの 【意欲の向上】

ＨＰが作れるよう、粘り強く取り ・既存のＨＰの模倣ではなく、独
組みましょう」 創的な考え、自分の思いなどを企

画に取り入れていくことができた
ＨＰの作成の作業は全員が未経験であり、活動の見通しについての不安感から既存のＨＰを模倣【補足】

してしまいがちである。そこで、児童一人一人が企画しているＨＰがもっともＡ小学校にとってふさわし
い内容であり、個々のアイデアを最大限に生かすことが大切であることを繰り返し声かけをした。そのこ
とで児童は自分の企画内容についての自信が深まり、最後まで意欲的に活動に取り組むことができた。
・予想の根拠が明確になるように問 「企画書は、図だけでなく、言葉 【論理的に考える力の向上】
いかける で補足説明を記入しましょう」 ・自分の企画書についてその企画

の理由付けが行われ、修正点に気
付くことができた

児童は自分の作成するＨＰのイメージを企画書としてまとめていった。企画書はＨＰの画面その【補足】
ものだけではなく、字体・色・写真等企画書を見る人がなるべくそのページを思い浮かべることができる
ようにするため、多くの補足説明を記入した詳細な内容にした。児童は、自分の企画書の補足説明を記入
していく中で 「なぜこの写真を選んだのか 「なぜこの場所にレイアウトしたのか」といった自分の思い、 」
・願いを明確にもつことができ、また、あいまいな部分を修正しながら精度の高いＨＰにしていくことが
できた。

・解決方法、活動計画の適切さにつ ・個別の面談 【多面的に考える力の向上】
いて確認する ・ＨＰ公開上の制約を知り、その

状況に対応して企画を変更・修正
することができた

学級紹介のページを担当していた児童は、当初各学級の集合写真を掲載する予定であった。しか【補足】
し、ＨＰ上に個人を特定できる写真を掲載することができないという制約から、活動の修正が必要となっ
た。教師との面談の中で、児童は「集合写真を使わなくてもその学級らしさが出る写真が撮れる」ことに
、 「 、 」気付き さらに実際に各教室の写真を撮影する中で どのクラスにも それぞれ違ったよさがあるものだ

という考えに発展していった。このように個別の面談は、一人一人の児童に教師がじっくりと対応するた
めに有効な支援である 「つかむ 「追究する 「広げる」のどの過程においても、必要に応じて取り入れて。 」 」
いくことが重要であると考えられる。
・情報の分類について例示する 「自分の企画書にとってヒントに 【情報の分類】

なりそうなＨＰはメモしておきま ・自分にとって参考となるＨＰを
しょう」 その特徴と共に記録することがで

きた
児童は、ＨＰの作成にあたって多くの情報を参考にした。しかし、情報が多すぎることでかえっ【補足】

て自分の活動を複雑にし、企画するページの最終的なイメージを混乱させている児童が見られた。そこで
情報を分類し、自分の考えを整理できるようにするために上記のような支援を行った。多くの情報を抱え
込んでいた児童も、自分の作成するページのどの部分に関連した情報なのか、その情報の特徴とともにメ
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モしていくことで、多くの情報を整理することができ、自分の作成するＨＰのイメージについて焦点化を
図ることができた。

※『観察・調査活動を行う』学習活動におけるもの( )表10 間接的支援の内容と児童の学習状況の変容
試案表の記載内容 具体的な支援内容 児童の学習状況の変容

・作業スペースを確保する ・一人一台のパソコン確保 ・自分の活動を自由に展開す

ることができた

本事例のＨＰ作成という活動のように 個々の活動内容や進度に大きく差が出てくる場合には 一【補足】 、 、「

人一台のパソコン確保」のように、一人一人の児童の作業スペースを確保することは大変重要な支援内容

である。ＨＰ作成という同じ活動グループであっても、メンバーそれぞれが自由に活動を展開できるよう

な適度な物理的・心理的距離を保つことが有効であると考えられる。

・作業時間を保障する ・２単位時間設定 ・自由な試行の中から新しい

アイデアを考え出していた

本事例のようにＨＰを作成するといった活動では、特に「試行する」時間を保障することが重要【補足】

な支援内容である。児童は「実際に試す」中から活動の修正点や新たなアイデアを考え出していた。１単

位時間のみの設定では、児童は「試行を繰り返す」ことができず、活動が深まりにくかったり、広がりに

くかったりする。児童にとってゆとりのある学習時間の設定が重要であると考えられる。

・地域の人材が活用できるよう協力 ・パソコン外部講師との連絡・調整 ・専門的・技術的アドバイス

を依頼する を受けることができた

本事例のようにＨＰを作成するといった活動では、コンピュータについてのかなり専門的な知識【補足】

と技術が必要となる。こうした学校外の人材を学習活動に積極的に活用していくことは総合的な学習の時

間においては、大変有効な支援である。その際重要となるのは、外部講師に学習のねらいや教師の活動の

意図等を教師が十分に伝え、それを理解してもらうことであると考えられる。

【考察】

が示す通り、試案表の「支援のポイント」に記載されている内容は、児童の学習状況、表９

学習活動に即して教師が児童に直接的に働きかけ、児童の学びを進めていく支援内容として効

果的かつ実際的な指導・支援となっていると考えられる。

また、 が示す通り、試案表の「支援のポイント」に記載されている内容は、児童の学習表10

状況、学習活動に即して教師が「場の設定 「時間の保障 「資料・用具等の準備」のように」 」

児童に間接的に働きかけ、児童の学びを進めていく支援内容として効果的かつ実際的な指導・

支援となっていると考えられる。

総合的な学習の時間に限らず、児童・生徒の学習状況に対し、教師がその状況に応じた適切

な支援を行うことで、児童・生徒の学習意欲を喚起させることが指導の基本である。しかし、

総合的な学習の時間のように、児童・生徒一人一人の学習状況に差異が見られる場合、その指

導は難しい。そのため、試案表のように、児童・生徒の学習状況に対する指導の手だてを直接

的、間接的に支援する方策を事前に設定することは、指導と評価の一体化を図り、児童・生徒

の学習意欲の喚起・向上に役立てる上で有効であることがわかる。

なお、教師が総合的な学習の時間において児童・生徒の学習状況をとらえその状況に対応し

ながら指導を行う際に設定する評価の観点は 「課題設定の能力 「問題解決の能力」といっ、 」

た複合的な観点よりも 「関心・意欲・態度 「思考・判断」といった分析的・基礎的な観点、 」

。の方が指導する上で効果的であることが今回の授業において明らかになった

【 】指導事例２
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今回、試案表の活用のほか、指導と評価の一体化を図り、児童・生徒の学習意欲の喚起・向

上に役立てることを検証する方法として、試案表を参考に自己評価カード及び相互評価カード

の作成・活用を図った。また、そのことを通して、総合的な学習の時間における自己評価や相

互評価の在り方を探ろうと考えた。自己評価カード及び相互評価カードの作成の趣旨と手順に

ついてはすでに触れたが、実際の授業における状況は以下の通りである。

は、Ａ小学校における児童の試案表を活用した自己評価・相互評価活動を整理し考察す表11

るため、カード等に記載した自己評価の質問項目、児童の記述内容、カードに記入した教師の

コメントの代表例、さらに【補足】として、児童の学習状況に対する教師のコメントの趣旨を

それぞれ示したものである。表は、各学習過程ごとに、１段目に自己評価の質問項目、２段目

に児童の記述内容、３段目にカードに記入した教師のコメント、４段目に補足となっている。

また、試案表を活用した自己評価活動を進める中で、児童に見られた顕著な変容について、そ

の内容を で表した。詳細については、後の考察で述べる。

試案表における『評価の観点』と自己評価カードに記載した質問項目、児童の記入内( )表11

容及び教師のコメント

試 案 表 に お け る 評 価 の 観 点

学習に対する主 論理的、多面的・多 情報を収集・選 情報を処理・ 自分の周りの人 自己評価を行う

体的な態度 角的に考える力 択する力 表現する力 とよりよくかか 力

わる力

・自分の活動に ・気付いたこと・疑 ・友だちと意見 ・自分の感想を
ついて 「したこ 問・感想などを書い 交換したこと《自 書いてください
と」を中心に てください 分の意見と友だ
・自分から進ん ・活動の中から多く ちの意見を並記質
で活動に取り組 の気付き・疑問・感 する》は何です問
みましたか 想をもてましたか かつ

【 】【３段階評定と ３段階評定と理由
理由】
・気に入った学 ・Ｏ小学校のＨＰみ ・生徒数 をグラ ・Ａ小学校のＨか
校のＨＰを見付 たいにしたいと思っ フにしていると Ｐももっと遊ん児
けたよ（印刷し たよ ころがあってや でやればとても童
たよ） 【評定Ｂ】 りたいと思った 楽しいものになむ の
・いいＨＰとつ （友だちの気付 ると思いました記
まらないＨＰを きの欄に記入）述
見付けて評論家
っぽくなったよ
【評定Ｂ】

・Ｄさんの中で ・Ｏ小学校のＨＰは ・友だちから教 ・作っている人教
おもしろい・つ どこがよかったのか えてもらったも が楽しいＨＰは師
まらないの基準 しら。それがわかれ のも参考になり 見ている人も楽の
があるんだね 。 ばいいね ますね しいのかもしれコ
それは大切にし ませんメ
ていってほしいン
・目標はＯ小学ト
校ですね

【補足 「つかむ」活動での、児童の「学習に対する主体的な態度 「論理的、多面的・多角的に考える力」の自己評価】 」
については、 のようにどちらも評定がＢであり、自分の活動について興味は示しているものの、活動の方向性や
今後の見通しについて不安をもっていることがうかがえた。そこで、活動の方向性については 「自分がＨＰに対しても、
っている基準を大切にしていってほしい といった児童の活動を容認し 自信をもてるようにするためのコメントと 気」 、 、「
に入ったのＨＰのよさを分析する」という、今後の活動についての方向性を示唆するコメントを記した。

・自分の願い（こ ・テーマ解決への見 ・学習計画表（いつごろどのよ ・計画の修正・計画修正の理由を質
んな内容にして 通しがありますか うな活動を予定していますか） 教えて下さい追 問
みたい）があり ３段階評定と理由 を作ってください究 【 】
ますかす
・クラス 全員の ・全員がいる写真を ・４回分の学習計画を記入 ・各学級に写真を撮りに行くのはる 児
写真を載せて、 撮って、担任の先生 いやだなぁ。５年生の男子がこわ童

（ ）の 担任の先生の名 の決意などを一言載 いなぁ 先生ついてきてください
前を載せるペー せて…という計画が記
ジにしたい あります述
※ａ ※ｂ【評定Ｂ】
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・７クラスしか ・Ｄさんのイメージ ・計画が具体的でとてもわかり ・一人で活動するのはさびしいで教
ないからいろん を絵にしてもらえる やすいです すか？先生でよければいつでもお師
なことができそ といいのだけれど… 手伝いし すま

※ｃうです

【補足 「追究する」活動での、児童の「論理的、多面的・多角的に考える力」の自己評価については、児童が課題の解】
決についての大まかなイメージはあるものの、それが自分の中でまだ具体化されておらず、評定がＢであった。そこで、
具体化の手だてとして企画書を準備し、それに自分のＨＰについてのイメージを記入することで具体化を図ることにし
た。また「自己評価を行う力」の自己評価については、 のように自分一人で活動することに対しての不安がうか
がわれた。そこで 「いつでも手伝える」というコメントをし、児童の不安を取り除くようにした。、

・自分の企画テ ・わたしの考え（Ｈ ・ＨＰを作る上 ・自分の伝え ・友だちの発表 ・自分の感想を質
ーマと簡単な内 Ｐを見る人に一番わ で工夫をしまし たいことをわ に対する評価 書いてください問
容を教えてくだ かってほしかったこ たか かりやすく伝
さい と）とその理由 【３段階評定と えられるＨＰ広

理由】 になりそうで
すか【３段階
評定と理由】げ

・学級紹介 各 ・その教室の雰囲気 ・キャラクター ・そのクラス ・子どものこと ・ここまですご
学級のことが書 各学級とも違う雰 も作ったし（企 らしさが出て を考えてＨＰを い大変だったけ児
いてある。写真囲気をもっていると 画書を）何度も いる写真を撮 作っている。ペ どとてもおもしる 童
のなども載ってい いうこと 見 直し た か ら れた。たぶん ージを分けてい ろかった。ＨＰ
記 る。企画書どお ・理由…教室のつく 【評定Ａ】 完璧です。 てわかりやすい のできあがるの
述 りにいきそう 。 りは同じだけれど、 【評定Ａ】 よ。自分のペー が楽しみです

各学級ともそのクラ ジも子どものこ※ｄ ※ｅ
スらしさが出ている とを考えて作っ
から てみたい

※ｆ
・すばらしい考え方 ・いろんな人の ・どんな写真 《教師の発表者 ・Ｄさんが学校
です。Ｄさんの考え アイデアを生か なのかとても に対するコメン のことが大好き教
がＨＰを見ている人 して、たくさん 楽しみです ト》 で、いろいろな師
にもきっと伝わるよ 企画の付け加え ・Ｅさんが企画 クラスのことをの
・人を出さずに、そ ができましたね の途中で「ＨＰ よく知っているコ
の学年らしさを出す を見る人のこと からこういうアメ
という難しい問題を も考えて作らな イデアが思いつン
見事に解決したね くちゃいけない くんだねト

んだな」という
ことに気づいた
こと、とてもす
ばらしいと思い
ました。表を見
やすくしたこと
も大きなポイン
トでしたね

【補足 「広げる」活動における児童の自己評価については、評定がＡになるなど のように自分の活動に対しての】
明確な意図と自信がうかがえたため、それについて称賛しさらに自信をもって活動に取り組んでいけるようなコメント
を記入した。また 「論理的、多面的・多角的に考える力」の自己評価については、児童自身が気付いていない多面的・、
多角的な考えについて気付けるようなコメントを記入した。

【考察】

児童の自己評価・相互評価の充実を図るため、試案表を活用して自己評価カードと相互評価

カードを作成・活用した結果、次のような成果が明らかになった。

まず、自己評価カードの質問項目を、評価規準を参考にしながら観点別に設定したところ、

児童が自己の学習活動に対し、観点の趣旨に応じた具体的な振り返りを行えるようになった。

例えば、 の の箇所にみられるように 「自分の願い（こんな内容にしてみたい）があ表11 ※ａ 、

りますか （ 学習に対する主体的な態度 ）という質問に対し、児童が「クラス全員の写真を」「 」

載せて担任の先生の名前を載せるページにしたい」というように、学習に対する主体的な態度

を具体的な表現で記述している。また、 「テーマ解決への見通しがありますか （ 論理※ｂ 」「

的、多面的・多角的に考える力 ）という質問に対し 「全員がいる写真を撮って担任の先生」 、

の決意などを一言載せて････という計画があります」というように、今後の学習の見通しを具

体的に示している。いずれも観点の趣旨に応じた的確な振り返りであるといえる。

次に、教師のコメントを援助的・受容的な内容に工夫することで、児童は学習に対する自信

調

査

結

果

を

発

表

す

る
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を深めていくことができた。例えば、 の の「････してもらえるといいのだけれど」と表11 ※ｃ

か 「具体的でとてもわかりやすいです」といった教師のコメントを行ったあとの児童の振り、

返りには、 や の箇所にみられるように 「企画書どおりにいきそう」とか「たぶん完※ｄ ※ｅ 、

璧（評定Ａ 」といった学習への喜びや自信あふれる児童の様子を見て取ることができる。）

最後に、自己評価と同様、相互評価において児童は、他者の学習活動に対しても観点の趣旨

に応じた具体的な振り返りを行えるようになった。例えば、 の箇所にみられるように、児※ｆ

童は友だちの発表を聞いたあとの相互評価カードの「友だちの発表に対する評価 （ 自分の」「

周りの人とよりよくかかわる力 ）に 「子どものことを考えてＨＰを作っている。ページを」 、

分けていてわかりやすいよ。自分のページも子どものことを考えて作ってみたい」と、友人の

活動のよいところを具体的に指摘し、さらに自分の活動に取り入れようとする積極的な態度を

みることができる。ちなみに、教師も発表した児童に対して同じような内容のコメントをして

いる。

Ⅳ 研究のまとめ

総合的な学習の時間の指導や評価を適切に行うために、児童・生徒に身に付けさせたい力と

評価の観点を明確にした上で、試案表を作成しその活用を図った。その結果、以下のような成

果と課題が明らかになった。
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１ 研究成果

(1) 試案表を基に指導計画、評価計画、学習指導案、補助簿、自己評価カード等を作成・活用

したことで、指導内容・方法、指導体制、評価方法等について教師の共通理解を図ることが

できた。

(2) 学習場面ごとの予想される学習状況（評価規準）を観点別に定め、それを参考にしながら

指導上の配慮事項（支援のポイント）を設定したことで、児童・生徒の学習状況を分析的に

、 、 。評価しその状況に応じた適切な指導 支援ができ 指導と評価の一体化を図ることができた

また、こうした指導と評価の記録を保存し、継続的に指導に生かすことで、児童・生徒の学

習意欲が向上、持続した。

(3) (2)の保存した記録を比較・検討することで、児童・生徒のよい点、学習に対する意欲や

態度、進歩の状況などを踏まえて評価することができ、総合的な学習の時間における総括的

評価、いわゆる個人内評価をより適切に行うことができた。

(4) 自己評価カードや相互評価カードの質問項目を、観点ごとの評価規準を参考に設定し、児

童・生徒に継続的に自己評価や相互評価をさせることで、児童・生徒が自分や他人の学習活

動に対し、観点の趣旨に応じた具体的な評価を行うことができるようになった。また、児童

・生徒が行った自己評価活動に対し、教師が評価規準に即したコメントや言葉かけを行うこ

とで、児童・生徒の学習活動が活性化し、学習に対する意欲が高まった。そのコメント等は

指示的・制御的な内容よりも、援助的・受容的な内容の方が効果的であった。

２ 今後の課題

(1) 今回、実践にかかわった各学校から試案表に示されている児童・生徒の学習状況や学びの

姿の例について、発達段階に十分適合していない部分があるとの指摘があった。そのため、

一部の観点において系統的な学習状況及び学びの姿を検討し修正を行ったが、授業などの十

分な検証を行うことができなかった。今後、検証を十分行い、この表の精度を高める必要が

ある。

(2) 総合的な学習の時間の学習活動は、多岐にわたる。今回の検証は、その中のごく限られた

範囲内で行ったものである。今後は、この試案表を各学校の実践において活用を図り、どの

ような学習活動においても活用できることを検証する必要がある。


